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流通とＳＣ・私の視点 

2011年６月 16日 
 

Ｉ Ｓaw Ａll Ａmerica（その198）!! 

―異色のアウトレットモール・バーゲンタウンセンター ― 
 
ＲＳＣが競争に負けて異色のアウトレット志向のモール型ＳＣに脱皮して健闘しているＳＣがニューヨーク郊

外にあります。名称も「バーゲンタウンセンター」（バルゲンタウンセンター）とＳＣらしからぬネーミングです

（実はバーゲンタウンセンターは、バーゲン郡（バルゲン郡）という地名から名付けられていますが、バーゲン

という安売りと地名をかけている名称です？）。 

アウトレット型ＳＣは通常３つのタイプに分類されます。 

①第１のタイプ 

チェルシー等が行っている有名・有力テナントのアウトレットストアをオープンエアモールで展開するタイプ 

②第２のタイプ 

ミルズ等が行っている有名・有力度が落ちるがエンターテインメント性(シネコン、アミューズメント、レ

ストラン等)を大幅に強化したエンクローズドモールで展開するタイプ 

③第３のタイプ 

ジャージーガーデン等が行っている第１のタイプと第２のタイプの中間型で、モール型ＳＣの廉価版とい

う形態でエンクローズドモールで展開するタイプ 

この「バーゲンタウンセンター」は、名称がバーゲンという通り、安売り業態のテナントで構成されています

が、一方、タウンセンターとしてＲＳＣの生活提案を有するＳＣでもあります。どちらかというとジャージーガー

デンタイプに属します。 

異色なのは「百貨店の廉価版業態」を総揃えしていることです。アメリカの百貨店の廉価版業態は、アウトレッ

トストアから進化し、「おしゃれな店舗イメージ」で「ヴィジュアルプレゼンテーションも工夫」し、「商品も多

アイテムで充実」（アウトレット商品、ＰＢ商品、自己仕入れ商品が３分の１アップ）しており、百貨店の割高と

いう課題を解決した新業態として出店攻勢を掛けています。 

バーゲンタウンセンターには４つの百貨店の廉価版と２つの百貨店志向のオフプライスストアが出店しています。 

①ラストコール → ニーマンマーカスの廉価版業態 

②ザ・アウトレットストア・ブルーミングデールズ → ブルーミングデールズの廉価版業態 

③ノードストロームラック → ノードストロームの廉価版業態 

④オフ・フィフス → サックス・フィフス・アベニューの廉価版業態 

⑤センチュリー21 → 有力ブランド・メーカーのオフプライスストア 

⑥マーシャルズ → 大衆志向のブランド・メーカーのオフプライスストア 

さらに、ディスカウントストアの「ターゲット」と自然食・グルメＳＭの「ホールフーズマーケット」が核店

として導入され、合計「８核」、それにアウトレットストアと通常テナントが混合したモール専門店の約110店舗

で形成されています。 

いくら競争に負けたモール型ＲＳＣとは言え、思い切ったネーミングや廉価志向の核店揃えは全く異色なＳＣ

と言えます。 

私はＳＣをグレード別に５パターンに分類しています（六車流：流通理論）。 

①ハイエンドＳＣ（ツーランク上のＳＣ） 

②ワンランク上のＳＣ 

③スタンダード型ＳＣ 

④ワンランク下のＳＣ 

⑤プレミアムバリューのＳＣ（ツーランク下のＳＣ） 

この第５のタイプの「プレミアムバリューＳＣ」(お得感のある価格訴求の核店と専門店で構成されるＳＣ)が、

まさにバーゲンタウンセンターです。バーゲンタウンセンターは、タウンセンターという名称や自然食とグルメ

ＳＭのホールフーズマーケットの導入やエンクローズドモールの形成、さらに百貨店廉価版（百貨店志向のオフ

プライスストア含め６業態）を導入していることから、「多核モール型ＲＳＣ」の廉価版と見るべきです。外部店

舗にはホームセンターの「ロウズ」とスポーツメガストアの「ＲＥＩ」が出店しています。 

バーゲンタウンセンターの業績はわかりませんが、私は流通飽和期のＳＣの１つの業態であり、負けパターン

の再生型ＳＣと位置づけています。 

(株)ダイナミックマーケティング社
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